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参考１



原子力災害時における「一時滞在場所」について

１ 一時滞在場所を確保の必要性について
（１）避難所（ホテル・旅館）へ即時に入室できない場合が想定されること。

（２）避難所（ホテル・旅館）が複数あることから、中心となる施設を設定し、当該施設で避難者の把握や当面の生活支援などを行うことが効率的であること。

２ 一時滞在場所の役割等イメージ

避難所及び一時滞在場所に即時に宿泊で

きない場合に用意した公共施設

②案内

一時滞在場所

バス ① 避難者の把握（安否確認、被災者登録など） ②案内 避難所

集合場所 ② 避難所への案内（ホテルの割り当て）

③ 即時に避難所へ入れない場合の数日間の宿泊場所 ②案内 避難所

④ 事故の状況などの情報提供（発信）場所

自家用車 ⑤ 自主避難（避難所以外の避難者）した場合の連絡先 ②案内

家 避難所

⑤避難報告（連絡）

家 ※避難所＝ホテル・旅館等

自家用車 自主避難先 避難先市町村の

（親戚宅など） 要員派遣（協力）

３ 避難手順（案）について

① 災害が発生した場合には、避難元町村は、一時滞在場所となる施設の開設や支援を避難先市町村へ連絡

② 一時滞在場所では、避難住民の受付や予め定めた避難所（ホテル等）に連絡し、空き状況に応じて避難住民をホテル等へ案内

③ ホテル等に入室できない場合、当面、一時滞在場所（近隣施設を含む）に住民が宿泊

※ 長期間入室できないなど発生した場合には、道で他の地域を含め調整する。

参考２



参考３

避難時間推計シミュレーション結果の概要
（平成25年11月公表）

１ シミュレーションの目的
原子力災害時の状況に応じた様々な避難手順などを想定し、避難に要する時間を推計する

ことによって、あらかじめ避難時間を把握し、より効率的な避難の方法や、交通渋滞対策な
どを検討するために実施。

２ 計算条件の検討
避難に要する時間の傾向を把握するため、避難に関する複数の条件を設定し、シミュレー

ションの計算を実施した。
シミュレーションの対象は、泊発電所を中心とした半径３０ｋｍの範囲の住民とし、避難

者が、３０ｋｍ圏外に避難するまでを計算したもの。

シミュレーションの計算条件〔人口：PAZ 3,024人、UPZ 76,916人、合計79,940人〕
○避難の手順（順番）について、次の３パターンを設定

PAZ(5km圏) UPZ(30km圏)
パターン １段階目 ２段階目 ３段階目 ４段階目
１ PAZ避難 5km～30km圏の避難 － －
２ PAZ避難 5km～20km圏の避難 20km～30km圏の避難 －
３ PAZ避難 東側地域避難 北側地域避難 南側地域避難
※ＰＡＺ住民の９０％が３０ｋｍ圏外に避難してから次のエリアが避難する想定

○避難の時間帯(昼・夜)や季節（夏・冬）、通行止め、観光ピーク（夏・冬）
○自家用車利用率（５０％、７０％、９５％）
○自主避難率（２０％、４０％、６０％、１００％）

※避難指示区域外の人々が指示を受けずに避難を行う割合のこと

上記計算条件のほか、交通渋滞対策などを考慮したシミュレーションを行い、最
終的に合計３７２パターン（重複５４パターンを含む）の計算を実施。

※屋内退避等の防護措置は考慮していない

３ シミュレーション結果(主なもの）
シミュレーションの結果が３７２パターンに及ぶため、この概要では、福島事故時の状況

を考慮して渋滞が発生しやすい避難条件を指標として、避難時間の傾向をとりまとめた。
（１）指標

①避難手順パターン１（PAZ避難→5km～30km圏の避難）：最も車両避難が集中する手順
②自家用車利用率95％：渋滞傾向大 ※１
③自主避難率40％：国会事故調の調査結果 ※２
④夏/日中（比較条件によっては、冬/日中も併記)：東北地方太平洋沖地震は日中に発生（積雪なし）

※１、２は、独立行政法人原子力安全基盤機構避難時間推計ガイドラインに基づく（平成24年12月）

（２）避難時間の傾向
①避難手順の違い

避難手順 自家用車 自主 季 時 間 PA Z避難に UP Z避難に
利用率 避難率 節 帯 要する時間 要する時間

指標(夏) PAZ-UPZ ９５％ ４０％ 夏 日中 ７：１５ １２：３０
PAZ-20km-30km 〃 〃 〃 〃 ７：１５ １５：００
PAZ-東側地域-北側地域 〃 〃 〃 〃 ７：１５ １６：００
-南側地域
避難指示に基づかない避難 〃 １００％ 〃 〃 １１：００ １０：３０

傾向：UPZの避難は、各避難指示が前段階の避難の90%が完了した時点で出されるため、避難指示
が複数回行われることにより、UPZの避難が長くなる傾向にある。
また、避難指示に基づかない避難が行われることによって、PAZの避難時間が長くなる傾向
にある。



【参考 自家用車利用率の違い】
避難手順 自家用車 自主 季 時 間 PA Z避難に UP Z避難に

利用率 避難率 節 帯 要する時間 要する時間
指標(夏) PAZ-UPZ ９５％ ４０％ 夏 日中 ７：１５ １２：３０

〃 ７０％ 〃 〃 〃 ５：１５ １１：００
〃 ５０％ 〃 〃 〃 ６：４５ １４：００

傾向：自家用車利用率が低下すると、渋滞の発生要因(車両)が減少するため避難時間は短くなる
傾向にあるが、バス避難の割合が増えるとバス手配等の所要時間を含んでいるため、避難時
間は長くなる傾向にある。

②季節・時間帯の違い
避難手順 自家用車 自主 季 時 間 PA Z避難に UP Z避難に

利用率 避難率 節 帯 要する時間 要する時間
指標(夏) PAZ-UPZ ９５％ ４０％ 夏 日中 ７：１５ １２：３０

〃 〃 〃 〃 夜間 ５：１５ １０：４５
(指標(冬)) 〃 〃 〃 冬 日中 ８：１５ １４：１５

〃 〃 〃 〃 夜間 ６：００ １２：３０
傾向：夏に比較し、冬は避難時間が長くなる傾向があり、また、夏・冬ともに、日中に比較し、

夜間は避難時間が短くなる傾向にある。

③通行止めの影響
避難手順 自家用車 自主 季 時 間 通行止め PA Z避難に UP Z避難に

利用率 避難率 節 帯 要する時間 要する時間
指標(夏) PAZ-UPZ ９５％ ４０％ 夏 日中 ７：１５ １２：３０
指標(冬) 〃 〃 〃 冬 〃 ８：１５ １４：１５

〃 〃 〃 〃 〃 当丸峠通行止 ９：００ １５：１５
〃 〃 〃 〃 〃 積丹半島通行止 ８：１５ １３：４５
〃 〃 〃 〃 〃 岩内-寿都間通行止 ８：１５ １４：１５

傾向：当丸峠通行止めによって、PAZの避難時間が長くなる傾向にある。

④観光ピークの影響
避難手順 自家用車 自主 季 時 間 観光ピーク PA Z避難に UP Z避難に

利用率 避難率 節 帯 要する時間 要する時間
指標(夏) PAZ-UPZ ９５％ ４０％ 夏 日中 ７：１５ １２：３０

〃 〃 〃 〃 〃 夏(海) 観光ピーク ９：３０ １８：１５
指標(冬) 〃 〃 〃 冬 〃 ８：１５ １４：１５

〃 〃 〃 〃 〃 冬(山) 観光ピーク ８：３０ １６：４５
傾向：夏・冬ともに、観光客の流入により、避難時間が長くなる傾向にある。

４ 避難時の交通状況（交通渋滞が予測される箇所について）
（１）避難時の主な混雑箇所

シミュレーションの結果、以下の３箇所で交通渋滞の発生が予測された。
・余市町大川町３丁目交差点周辺
・倶知安町北４西１交差点周辺
・共和町国富交差点

（２）渋滞対策案の検討
渋滞対策について、防災関係機関と意見交換し、渋滞が予測される箇所における交通

整理や迂回路への誘導を実施することなどにより、避難時間の短縮が期待できる。

５ 今後の対応
シミュレーション結果を踏まえ、今後、関係町村、防災関係機関と検討・調整を行い、よ

り円滑な住民避難ができるよう取り組む。
（１）避難時間の短縮に向けた取組
・避難誘導方法の検討
・避難経路の見直し（必要に応じ退避等措置計画の修正）
・住民に対し、段階的避難の必要性や避難経路等に関する周知を徹底

（２）避難時における住民支援の取組
・避難経路沿いの休憩場所の確保
（トイレ利用、飲食物の提供、災害情報等の提供など）

・自家用車避難に関し、平時から準備に関する周知を徹底
（平時から早めのガソリン補給、避難経路の事前確認など）
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